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プログラム サイドプレイバック サイド

エンコーダーホイールとエンコーダーホイールボタン
フィクスチャーのパンやチルト、カラーやズームなどのパラメーターの値を調整するために
使用します。各ホイールの左下にあるエンコーダーホイールボタンは、押しながらホイール
を回すとパンやチルトの微調整ができます。それ以外の機能も割り当てることができます。

ファンクションキー
2 つのモードを切り替えて使用するキーです。
ユーザーカインド：エンコーダーホイールの
パラメーター割り付けをカスタマイズして、
各キーに設定できます。
コマンドキー：各キーにパレットやキューリ
スト、マクロなどを自由に配置できます。

インテンシティーホイール
明るさを調整するインテンシティー専用のホ
イールです。上下のキーは± 10% する際に使
用します。（ホイールは HOG4 のみに搭載）

フィクスチャー選択キー
エディター上のフィクスチャーを前後に選択
したり、全数選択する際に使用します。

トラックボール
カーソルの移動に使用します。右上のボタン
を押すことで青く光るポジションモードに切
り替わり、パン・チルトを制御できます。ボー
ルの周囲にはトラックボーリングも配置され、
画面スクロールなどに使用できます。

テンキー
フィクスチャー選択、インテンシティー
入力など数値入力に使用します。

実行キーエリア
記憶や修正などデータに影響のある操作
をするキーが配置されています。

記憶先キーエリア
作成したあかり、キューの記憶先のキー
が主に配置されています。

固定カインドキーエリア
フィクスチャーのパラメーター選択に使
用するキーが主に配置されています。選
択後は上部のエンコーダーホイールで値
を調整します。

カーソルキー
選択枠を上下左右に移動する際に使用します。

メインコントロール
左側の 10 本のプレイバックマスターのうち、
[Choose] を押して選択されたマスターを制御
することができます。

プレイバックマスター
各フェーダーにキューリストなどを割り付
けて再生を制御します。キーやフェーダー
はカスタムして機能を変更できます。

グランドマスター
全てのフィクスチャーのインテンシティー（明るさ）を
制御します。上部の [DBO] キーは暗転用です。下部のフ
ラッシュキーも暗転用ですが無効にすることもできます。

ページめくりキー
プレイバックマスターのページをめくる
際に使用し、キューリストなどの割り付
けを増やすことができます。

レートホイール
プレイバックマスターのうち [Choose] で選択
されているキューリストの再生速度やエフェ
クト速度を一時的に調整できます。

（HOG4 のみに搭載）

エディターキーエリア
Programmer などのエディターに影響の
あるキーが配置されています。

共通キーエリア
頻 繁 に 他 の キ ー と 組 み 合 わ せ て 使 う
キーが配置されています。

記憶したキュー（Cue）を再生して本番を行う際に
こちら側を使用します。

フィクスチャーのプログラムや設定をする際に
こちら側を使用します。

HOG4, Full Boar4, Road Hog4, Nano Hog4
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プログラム サイドプレイバック サイド

エンコーダーホイールとエンコーダーホイールボタン
フィクスチャーのパンやチルト、カラーやズームなどのパラメーターの値を調整するために
使用します。各ホイールの左下にあるエンコーダーホイールボタンは、押しながらホイール
を回すとパンやチルトの微調整ができます。それ以外の機能も割り当てることができます。

ファンクションキー
2 つのモードを切り替えて使用するキーです。
割り付け状態は「Function Keys」ウィンドウで確認
できます。
ユーザーカインドモード：エンコーダーホイールの
パラメーター割り付けをカスタマイズして、各キー
に設定できます。
コマンドキーモード：各キーにパレットやキューリ
スト、マクロなどを自由に配置できます。

フィクスチャー選択キー
エディター上のフィクスチャーを前後に選択
したり、全数選択する際に使用します。

テンキー
フィクスチャー選択、インテンシティー
入力など数値入力に使用します。

実行キーエリア
記憶や修正などデータに影響のある操作
をするキーが配置されています。

記憶先キーエリア
作成したあかり、キューの記憶先のキー
が主に配置されています。

固定カインドキーエリア
フィクスチャーのパラメーター選択に使
用するキーが主に配置されています。選
択後は上部のエンコーダーホイールで値
を調整します。

カーソルキー
選択枠を上下左右に移動する際に使用します。

メインコントロール
右側の 10 本のプレイバックマスターのうち、
[Choose] を押して選択されたマスターを制御
することができます。

プレイバックマスター
各フェーダーにキューリストなどを割り付
けて再生を制御します。キーやフェーダー
はカスタムして機能を変更できます。

グランドマスター
全てのフィクスチャーのインテンシティー（明るさ）を制御します。
下部のフラッシュキーは暗転用ですが無効にすることもできます。
通常のプレイバックマスターとしても使用可能で、その際は [GM]
キーを押している間だけグランドマスター機能を使用できます。

ページめくりキー
プレイバックマスターのページをめくる際
に使用し、キューリストなどの割り付けを
増やすことができます。逆めくりは [Pig]( 豚）
キーを押しながらこのキーを押します。

エディターキーエリア
Programmer などのエディターに影響のある
キーが配置されています。

共通キーエリア
頻 繁 に 他 の キ ー と 組 み 合 わ せ て 使 う
キーが配置されています。

記憶したキュー（Cue）を再生して本番を行う際に
こちら側を使用します。

フィクスチャーのプログラムや設定をする際に
こちら側を使用します。
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ウィンドウコントロールツールバー
ウィンドウ表示エリアに呼び出したウィンドウを編集する際に使用するボタンです。左側に
は、特定のウィンドウを呼び出す専用のボタンが配置されています。

ビューツールバー
ウィンドウをカスタマイズして大きさや配置を変更した後にその状態を記憶するボタンです。
10 個以上登録するには、{>>} ボタンを押してツールバーを次のページに切り替えます。逆順
に切り替えるには [Pig] キーを押しながら {>>} ボタンを押します。

① スロットツールバー
ゴボや固定カラーなどのスロットで切り替わる機能を素早く選択するためのショートカットボタンです。
また、右端にはフィクスチャーのモード切り替え、リセットやランプ ON/OFF などを制御するためのボタンが配置されています。

② パラメーターツールバー
エンコーダーホイールに割り当てられいる機能を表示します。直接タッチすることで、モード切り替えをすることもできます。割り
当てをカスタマイズするには、ファンクションキーのユーザーカインドモードを使用します。

③ コマンドラインとステータス
キーやパレットなどのボタンを押してコンソールに入力された情報が表示されます。右半分は、現在のコンソールの状態を示してい
ます。一部の項目はタッチすることでモード切り替えやウィンドウ表示をすることができます。

④ メインツールバー
よく使用する機能のボタンが配置されいます。[Setup] キーを押したり、[Open] キーを押し続けていると表示が切り替わり、ウィン
ドウの呼び出しに使用することができます。

プレイバックバー
プレイバックマスターに割り当てられたキューリストやインヒビティブマスター（グループ
マスター）を表示します。左端にはグランドマスターのレベルが表示され、右端にはメイン
コントロールで制御しているキューリストが表示されます。

ウィンドウ表示エリア
各種ウィンドウを表示するエリアです。ここに表示させたウィンドウは、右画面上部のウィ
ンドウコントロールツールバーで大きさや配置を変えてカスタマイズし、左画面上部のビュー
ツールバーに登録することで、使いやすいウィンドウ構成を即座に呼び出すことができます。

①
②
③
④

画面の各部名称


